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初めまして。及川 敦(おいかわ あつし)と申します。この春より，石越中学校でお世

話になります。登米市での勤務は始めてですが，石越町の歴史や特徴をよく学び，地域の

思いを生かした学校運営をしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

自宅は気仙沼市です。三陸道の登米インターで降りて登米そよかぜラインを通って出勤

しています。家族は妻一人，子どもは三人で長女，二女・三女(双子)です。皆独立してし

まって，今はさみしく妻と二人暮らしで緊張感のある日々を送っています。

ご来校なさった際は，どうぞ遠慮無く校長室に立ち寄り，地域のお話や学校への思いな

どをお聞かせください。お待ちしております。

～令和４年度学校経営について～

目指す学校像 ○ 明るく，学ぶ喜びに満ちた学校

○ 生徒と教師の笑顔に満ちた活力あるふれる学校

○ 家庭・地域から信頼される学校

本校の学校教育目標は，

◇自主－進んで学習に励む意欲的な生徒

◇協力－互いに協力し合う心豊かな生徒

◇健康－進んで心身を鍛える健康な生徒です。

この目標の実現を目指して，今年度１年間の学校教育活動を進めて参ります。具体的に

は，三つの目標に照らし合わせた『知徳体プロジェクト』として，進んで学習に励む意欲

的な生徒を育てるための取組，互いに協力し合う心豊かな生徒を育てるための取組，進ん

で心身を鍛える健康な生徒を育てるための取組を計画し，実践していきます。また，学校

経営方針を上記のように設定しました。生徒一人一人が，学級・学年のみんなで，部活動

の仲間たちと，そして全校生徒で「なるほど分かった！」「自分は，自分たちはできた！」

という感動を味わってほしい，そういう体験をたくさんしてほしいという願いです。感動

体験は，人を大きく成長させます。その体験は，個々や集団としての成就感や自己肯定感

につながり，さらに大きな夢や目標へと発展していきます。また，学校生活での成就感や

自己肯定感は，愛校心へとつながり，愛校心は，自分たちの学校のある地域愛へと発展し

ます。 努力の成果として，十分ではないけれども，不安だったけど，自信がなかったけ

ど「挑戦することができた！」でもいいのです。

各教科の学習，各種体験活動や行事，部活動等において，生徒に「分かった！」「でき
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た！」というような発言がありましたなら，また生徒の様子から，そのようにご家庭で感

じましたなら，「よかったね。」「頑張ったんだね。」と誉め，認めてほしいと思います。

どうぞ，令和４年度石越中学校の教育目標と経営方針をご理解いただきまして，ご支援

をいただけますようお願い申し上げます。

－第１回学校運営協議会より－
４月１４日(木)に第１回の No. 氏 名 役職名等

学校運営協議会が開催されま １ 佐々木耕一 有識者＜会長＞

した。委員の皆様に令和４年 ２ 菅原 健一 石越コミュニティー運営協議会＜副会長＞

度の学校経営方針につきまし ３ 佐藤 安宏 石越町老人クラブ連合会長

て，承認されましたことを報 ４ 髙橋 弘子 石越区長会会長・第四行政区長

告いたします。ありがとうご ５ 千葉 博行 社会福祉協議会石越地区委員会委員長

ざいました。今年度の委員の ６ 千葉 辰雄 石越子ども育成協議会

皆様をご紹介いたします。 ７ 阿部 洋士 石越町経営者協議会

今年度１年間，地域の皆様 ８ 佐々木敬次 有識者

とともに力を合わせ，石越町 ９ 二階堂美恵子 石越地区主任児童委員

の中学生を育てていきたいと 10 佐藤 文則 青少年のための登米市民議会石越支部会長

思います。その取組が，地域 11 佐藤 喬 石越小学校ＰＴＡ 会長

に貢献するものと考えていま 12 菅原 琢臣 石越中学校ＰＴＡ 会長

す。どうぞよろしくお願いい 13 及川 敦 石越中学校 校長

たします。 14 皆川 和義 石越中学校 教頭

15 大内 崇 石越中学校 主幹教諭

(敬称略)

－４月１日(金) 着任式－
２・３年生が部活動を途中でやめて，わざわ

ざ校舎玄関前に集まって，出迎えてくれました。

しかもこの日はとても寒く，雪がちらついてい

た中でのことです。吹奏楽部の演奏と生徒会長

の歓迎の言葉をいただきました。体はとても寒

かったのですが，心はとても温かくなりました。

生徒会長の歓迎の言葉から，誠実さと真剣さ

を感じ，とてもうれしく思いました。この時す

でに，このような生徒が育つ，いい学校・いい

地域なのだなと分かりました。

－ご存じでしたか？ 『地域活性広報 石越らしさ』－
登米中央商工会青年部石越町支部の方々が中心となって発行している地域広報誌です。

石越町の人や場所，歴史などを紹介したり，地域の方にインタビューをして地域で活躍し

ている方々を紹介しています。とても素晴らしい取組だと思います。たった３人で企画・

編集し，発行しているそうです。このような地域の取組を多くの方に知っていただければ

と思います。商工会会員事業所で配付しているそうですし，小中学校にもあります。ご来

校された際には，ぜひ一部，手に取ってみてください。
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